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新庁舎建設に関する特別委員会会議録 

 

平成２８年３月１６日 水曜日 

  午後２時４６分開議 

  午後３時４５分閉議（実時間５５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．平成２７年陳情第７号・新庁舎建設に伴う

地元建設業者への受注配慮方について 

１．平成２７年陳情第８号・新庁舎建設の早期

実現及び地元建設業者の有効活用について 

１．陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方につ

いて 

１．新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設

に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 垣 信 三 君 

副委員長  幸 村 香代子 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 参考人 

 
  八代建設業協同 
            和久田 数 臣 君 
  組合理事長 
 
 
  一般社団法人八代 
            中 山 英 朗 君 
  建設業協会副理事長 
 
 
  八代市管工事業協同 
            中 尾 達 郎 君 
  組合代表理事 
 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

            岩 﨑 和 平 君 

 

（午後２時４６分 開会） 

○委員長（前垣信三君） 皆様、こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから新庁舎に関する特別委員会を開会いた

します。 

 本日の開催は、去る３月７日の本委員会の審

査において、今回、本委員会に付託となってお

ります陳情３件の関係者の方々から、地方自治

法第１１５条の２第２項の規定によりまして、

参考人として意見を聴取する旨の決定をされた

ことに伴い、改めて開催するものでございます。 

                              

◎平成２７年陳情第７号・新庁舎建設に伴う地

元建設業者への受注配慮方について 

◎平成２７年陳情第８号・新庁舎建設の早期実

現及び地元建設業者の有効活用について 

◎陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方につい

て 

○委員長（前垣信三君） それでは、請願・陳

情の審査に入ります。 

 今回、当委員会に付託となっております陳情

３件につきましては、関連がありますので一括

議題として、採択については個々に行うことと

いたします。 

 それでは、平成２７年陳情第７号・新庁舎建

設に伴う地元建設業者への受注配慮方につい

て、平成２７年陳情第８号・新庁舎建設の早期

実現及び地元建設業者の有効活用について及び
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陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方について

を議題といたします。 

 本日は、参考人といたしまして、平成２７年

陳情第７号に関しましては、八代建設業協同組

合理事長、和久田数臣さん。平成２７年陳情第

８号に関して、一般社団法人八代建設業協会副

理事長、中山英朗さん。陳情第１号に関して、

八代市管工事業協同組合代表理事、中尾達郎さ

んの出席を得ております。 

 この際、参考人の皆様方に一言御挨拶を申し

上げます。 

 本委員会の委員長を仰せつかっております、

前垣でございます。本日は、お忙しい中、委員

会の開催のために御出席をいただきまして、ま

ことにありがとうございました。年度末でもあ

りますし、非常にお忙しい時間とは思いました

が、御無理を申し上げて、本日、参加をいただ

きまして、まことにありがとうございました。

委員会を代表して、心から感謝を申し上げま

す。忌憚のない御意見をいただきますよう、お

願いをいたします。 

 ここで、本委員会で、今、審査中の内容を少

し説明をさせていただきます。 

 本委員会は、ここにおります１３名の委員が

特別委員として任命を受けて、今、新庁舎の規

模、構造、それと用途あたりについて細かい詰

めを行っております。現在、集中方式にするの

か、分散方式にするのかを含めて審議中であり

まして、なるべく市民の皆さんに御負担のかか

らないような、また、地元の業者さんにもそれ

なりの仕事ができるようなことも考えながら、

委員会としては審議をいたしております。 

 本議会に皆さん方３団体の陳情が出ておりま

すけれども、私たちの委員会の扱いとしまして

は、まず、皆さん方の趣旨に対して賛同する。

そして、あるいは継続をする。あるいは、審議

未了といいまして、もう審査に値しないとい

う、この３つの選択をしなければなりません。 

 今回、皆さん方が出しておられます陳情につ

きましては、ごく当然のこととは思いますが、

委員の皆さん方が直接お会いして、もし生の声

でもお聞きしながら、あるいは申し添えがいた

だけるものがあるなら、その旨を直接お会いし

てお話を聞いて、その判断をもって、早期の採

択をしたいという気持ちで今回お集まりをいた

だきました。そのあたりを含みまして、どうか

忌憚のない御意見をいただければと思います。

よろしくお願いしときます。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 今、委員長がおっしゃ

られましたが、前回の特別委員会で予算等につ

いては否決をされておりましたですたいね。そ

れと、今回のこの陳情、整合性はあっとですか

ね。 

○委員長（前垣信三君） よろしいですか。 

 基本的には、この委員会で否決をされました

のは、――お見えになっていますから、今、委

員会で審査をしております、規模、構造等、そ

の規模、構造等によって今回議会に出されてお

りますのが、基本設計、もしくはその実施設計

の債務負担行為ということで出しております。

ここの委員会の総意として、私の判断ではない

んですが、要は、まず規模がしっかりしたら、

規模に見合った基本設計料なり、実施設計料な

りを提出されてしかるべきかなというのが、一

番のこの反対理由ではなかったかなと私は思い

ます。 

 ですから、今回はその意見ではなくて、きょ

う陳情を出されています３つの団体の方の生の

声をお聞きして、そして、それをどういう形で

委員会として対処するかという委員会でござい

ます。よろしいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 私ども５名はですね、
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この陳情書の文書表の願意の中で十分に酌み取

りましたので、賛成をいたしますということ発

言をしておりますので、私どもからこれ以上申

し上げることはございません。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、わかりまし

た。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。今、古嶋団長

がおっしゃったとおりでですね、皆さんの御意

見を聞きたいというのは、自民、公明５名は参

考人招致は必要なしということを申し上げてお

りましたので。今の予算との関連の部分はです

ね、予算を否決しといて、呼びつけといて、願

意を聞きたいというのは、ちょっと筋違いな話

だというふうに私は思っておりますし。きょ

う、業界団体の方々はお怒りの中来られている

んではないかなと推察するところですので、そ

ういったところ、しっかり配慮しながら進行し

ていただきたいと思います。 

○委員長（前垣信三君） はい、わかりまし

た。 

○委員（橋本幸一君） 関連よろしいですか、

委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 予算も含めて、基金も

否決ということの部分については、非常に私は

重要な部分があると思います。その辺も含め

て、どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（前垣信三君） はい、わかりまし

た。 

 本日は、参考人に対する質疑等については、

午前３時１５分までといたしておりますので

（｢午後」と呼ぶ者あり）ごめんなさい、午後

です。御留意いただきますよう、重ねてお願い

いたしておきます。 

 それでは、参考人の方にお尋ねをいたしま

す。 

 和久田数臣さんから、陳情に基づく新庁舎建

設に対する地元業者としての考え方について、

お願いをいたします。 

○八代建設業協同組合理事長（和久田数臣君）

 皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）済みません、ちょっと風邪を引いて

おりまして、のどにかなりきてますので、お見

苦しいと思いますが、よろしくお願いします。 

 陳情書のですね、新庁舎建設に伴う地元建設

業者の受注配慮方についてについて、説明させ

ていただきます。 

 まず、読んでいきます。 

 １、御承知のとおり、建築工事の地元産業に

与える経済的波及効果は大きいものがあり地元

企業による受注は地元関連企業の多くの職種の

受注にもつながります。よって、本市計画の新

庁舎建設につきましては、地元建設業界発展の

ため、また地元建築関連企業育成助成の意味を

持ちまして、――この企業育成というのがです

ね、建設を施工する経験を重ねることによっ

て、品質管理、安全管理、こういうのが進んで

いきます。ぜひこの施工の機会をですね、つく

っていただきたいというふうに思っています。

八代地区の建築業者に施工の機会を得ること、

この八代地区の建築業者といいますのは、陳情

書に添付しました名簿に載っておりますとお

り、建設業協同組合に２８企業が入っておりま

す。それ以外にも、市に絡む建設に関係する業

者、これの参加。それから、施工の機会におい

ては、ＪＶあるいは大手業者、いろんな形でも

関係するようにお願いしたいということで書い

ております。 

 次に、上記の新庁舎建設は、市民の生命、財

産を災害から守るべく災害時の防災活動及び情

報発信の拠点というふうに書いています。災害

避難場所として、あるいは情報発信の拠点、こ

れは無線情報通信網、こういうのも含めて本部
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施設機能を有する最先端の安全な施設として建

設計画を進めていただきますようお願い申し上

げます。 

 ３番目ですが、新庁舎建設につきましては、

合併特例債をぜひ活用されて、平成３２年度の

締め切りまで間に合うように、建設計画を円滑

に進めていただきますようお願い申し上げま

す。八代市の財政難に配慮して合併特例債、ぜ

ひ間に合わせてもらいたいというふうに思って

います。 

 ゼネコンという言葉がよく一般の方に間違え

られますので、確認をしておきます。ゼネコン

というのは、ゼネラル・コントラクターの略で

ありまして、これは一般的に言う、総合建設業

ですので、私ども組合は全員ゼネコンというこ

とになります。それから、市民の声が聞こえる

ようなですね、こういう場をつくってもらいた

いという気持ち、そしてまた、庁舎建設基金の

積立費用、基本設計費用、このあたりが委員会

で否決されたことに関しては、全く納得いきま

せん。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 委員会の進め方といたしましては、御三名の

方から御意見をいただいた上に、その後、やり

とりをしたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、中山英朗さんから、陳情に基づく新庁

舎建設に対する地元業者としての考え方につい

てをお願いいたします。 

○一般社団法人八代建設業協会副理事長（中山

英朗君） はい。一般社団法人八代建設業協会

の副理事長をしております、中山でございま

す。本日、理事長のほうが不在でございまし

て、代行として私のほうが陳情に関しましての

御説明をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 冒頭ですね、３人の議員の方から、基本設計

予算、それと新庁舎の積み立てに対する否決が

あったのを、私もネットを通じて見ておりまし

て、なぜ必要ないのかというのを感じました

が、皆さん方のもし御意見が聞けるのであれば

ということで出てまいりました。 

 その中でですね、陳情についてのお話しです

けれども、内容のとおりでございます。補足し

てすれば、一番初めに、合併特例債の利用につ

きまして、我々建設業者というのもございます

けれども、企業人として借金を借り入れるとき

に、条件を考えるのは当たり前の行為でござい

まして、条件のいい特例債の利用を考慮しない

というのは、理由がわからないなというのがあ

ります。それと、期限が迫っていることも考慮

して、ぜひ有利な条件での建設を望みたいとい

うふうに考えて、１番の項目を出させていただ

いております。 

 ２番の項目に関しましてはですね、先ほど和

久田理事長のほうから、いろいろお話がありま

したけれども、建設業界として地元でこういう

計画がなされたときに陳情するのは当たり前の

行為というふうに思いますし、まだ本設計がで

きていませんので、どういう工種があるかわか

りませんけれども、先ほどありましたように、

経験ということもありますけれども、地元のベ

ンチャーを含めたところでですね、経験を積む

ために、管理を覚えるためにも、ベンチャー方

式で施工を考えていただきたいし、地元ででき

る業種につきましては、工種につきましては、

優先施工を配慮していただきたいなという気持

ちのもとでの陳情というふうに受けとめていた

だきたいと思います。 

 先ほど災害の話もございましたけれども、陳

情書にありませんが、我々は八代市と災害協定

を結んでおります。いざというときに命令系統

がなければ動くに動けません。災害時、この３

０年うちにですね、７.２以上の地震があると
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いうふうに聞いております。そのときに災害本

部がもし潰れてしまえば、我々も行動できませ

んし、ましてやその中心になる方々が亡くなら

れれば、そういうこともできません。ぜひです

ね、次世代に対する負担というのではなくて、

次世代に、昔からの、過去からのといったらお

かしいですけれど、３０年後どうなるかわかり

ませんが、物すごい贈り物としてですね、いい

建設物をつくっていただきたいという思いを込

めての陳情というふうに受けとめていただきた

いと思います。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 それでは、中尾達郎さんから、陳情に基づく

新庁舎建設に対する地元業者としての考え方に

ついてお願いいたします。 

○八代市管工事業協同組合代表理事（中尾達郎

君） 八代市管工事業協同組合の中尾です。よ

ろしくお願いしときます。 

 平素は、八代市管工事業協同組合につきまし

ては、特段の御高配を賜り、組合員一同心より

厚く御礼申し上げます。 

 さて、今般、市での計画中の新庁舎建設につ

いては、以下の件について特段の配慮をお願い

いたします。 

 １、八代市は平成２６年度に新庁舎建設予定

地をお決めになり、庁舎建設のための基金の積

み立てを開始され、また、特例債を財源として

計画がなされるとお聞きしております。ぜひ特

例債を活用され、平成３２年度までの完成を進

めていただきますよう、陳情をお願い申し上げ

ます。 

 ２、新庁舎建設については、現在不足してい

る１３万人市民の生命、財産を守る防災拠点を

有し、また、市街地活性化にも貢献できる施設

となるようお願い申し上げます。 

 ３、新庁舎建設事業は、地元産業に与える経

済的波及効果ははかり知れないものがあるもの

と思慮いたします。つきましては、ぜひ、ぜひ

とも、その建設に当たっては分離発注にて考慮

いただき、地元業者に受注の機会を与えていた

だきますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 以上で、参考人からの開陳を終了いたしま

す。 

 念のために申し上げますが、参考人の方は委

員長の許可を得て発言をいただくこと、また、

委員に対しては質疑をすることができないこと

になっておりますので、御了解いただきたいと

思います。 

 本委員会で参考人の方に出席いただき、熱い

思いを、この陳情書以外の熱い思いも聞けたか

なという、委員長としては気持ちでおりますの

で、本当にありがとうございました。 

 それでは、これより質疑を行います。質疑は

ございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、委員長。 

○委員長（前垣信三君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。いつも座ってな

んですけれども、まずは、本当にですね、きょ

う３名の方、お忙しい中にですね、参考人とい

うことで御出席をいただきまして、本当に大変

ありがとうございます。委員長からもお礼の言

葉がありましたけれども、実際、私のほうがで

すね、皆さんの思いを聞きたかったというのが

あって、一番最初にですね、参考人招致という

ことでお願いをさせていただいたところであり

ますので、私のほうからもですね、お礼を申し

上げたいと思います。本当にありがとうござい

ます。 

 いろいろと私も、世間の、市民の皆さんから

いろいろとお話を聞く中で、何か知らないんで

すけれども、私がですね、新庁舎建設に反対を
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しているというふうにですね、思われていると

いうふうに、そういった発言をですね、よく聞

くことがありますけれども。全く違うというこ

とで、むしろですね、賛成派ということを、ま

ずここでですね、述べさせていただきたいとい

うふうに思っております。むしろつくらなけれ

ばならないと、早急に、いうふうに思っている

ところです。また、合併特例債の話もですね、

ありましたけれども、借金でありますけれど

も、返済をするというようなことももちろん発

生しますけれども、有利な起債ということで、

財政に負担がかからない借金ということであり

ますので。その財政にですね、八代市の財政の

ほうに負担がかからないような部分でですね、

活用させていただきたいなというふうにも思っ

ています。 

 参考人招致ということでですね、陳情、請願

の中で、委員長も言われましたけれども、地方

自治法の中でそういった制度があるというよう

なことでございまして、八代市議会のほうでは

これまでなかったということで、初めてという

ことでございましたんで、非常にですね、来ら

れた皆さん方も、言われたほうもですね、非常

に嫌な気分をされたんじゃないかなというふう

に思います。私もできればこの名称のほうもで

すね、変えていけたらいいのかなというふうに

思っています。ただですね、今までなかったか

らしないというようなことじゃなくて、やはり

世の中もですね、非常に日々進化を、考え方と

かもですね、多様になってきて、変わってきて

いるというような部分があります。そういった

中で、この議会だけが変わらないというような

ですね、非常に私は悪いことだというふうに思

っています。やはり市民のニーズに合ったよう

なですね、議会の改革も進めていかなきゃなら

ないというふうに思っていますので、よろしく

お願いしたいというふうに思っております。 

 何点か質問したいんですけど、その前にちょ

っと皆さん方に、いろいろと誤解ももしかして

あるんじゃないかなというような思いもありま

したんで、少しお話もさせていただければと思

いますけれども、委員長、座ってからよろしで

すか。 

○委員長（前垣信三君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） 申しわけございませ

ん。はい、じゃあ失礼します。 

 まずですね、八代市の借金というものをちょ

っとお話をしたいんですが、もちろん皆さん方

もですね、いろいろと議会のほうを見ていただ

いているというようなことで御存じかと思いま

すけれども、２５年度末のですね、一般会計の

市債残高というのは、６０９億４９３８万とい

うことになっております。年間返済をする額と

いうのが、６７億９０４２万５０００円と、２

５年度ですね。２５年度末のことになりますけ

れども、いうことになっています。これは一般

会計のほうの話ということです。特別会計とい

うのもですね、八代市にありますので、そちら

のほうの借金ということでは、今、残高のほう

がですね、２７８億８４８７万１０００円とい

うことになっています。大体１割強がですね、

返済に充てられるということですので、大体３

０億ぐらい。足せばですね、大体９０億、９７

億ぐらい、毎年ですね、八代市のほうは借金を

払っているということになります。ということ

でですね、財政問題というのは非常に、八代市

は非常に厳しいものがある。深刻なものがある

というところです。そのような中で、交付税、

国からの地方交付税というのは年々減らされて

きております。確実に減ってきております。と

いうのも、やはりもちろん皆さん方も御存じで

すけれども、国のほうもですね、借金で大変だ

というようなことでございまして、国のほうの

借金もですね、もう１０８７兆円というような

ところまでいくというようなところで報道もあ

っているところです。国の人口、そして八代市
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の人口がですね、減るのは間違いないこととい

うふうなことです。皆さん方もいろんなニュー

スのとおりですね、聞かれておりますけれど

も。ただ、八代市の人口がですね、どれだけ減

るかというようなことなんですが、八代市のほ

うもですね、推計を出しておりまして、２０３

０年には１０万人を割るというような推計を八

代市も出しております。ということは、税収が

ですね、どんどん、どんどん落ちていくという

ことになります。そうなりますと、この市政の

方向性というものがですね、非常に危ぶまれる

ということがありますし、市民の皆さんへのサ

ービスの低下が非常に懸念をされます。という

ことで、八代市のほうもですね、ここ数年は財

政のですね、緊縮、緊縮財政というものをです

ね、強いてきておりました。そういった中でも

ありましたけれども、２７年度にはですね、固

定資産税のほうをですね、引き上げておりま

す。また、来年度については、国保税、――国

民健康保険税もですね、引き上げるというよう

なことになっております。これはですね、今ほ

ど申しました、先行きが厳しい財政状況をです

ね、裏づけるものだというふうに思っておりま

す。 

 ということでですね、私たちが思っているの

は、この借金をですね、減らして、その分をで

すね、ほかの事業に振りかえられないかという

ことを常々考えているというところでございま

す。やらなければならないことが本当にたくさ

んあるということでございます。しかも、喫緊

にやならければならないというものがたくさん

ございます。 

 今、市役所、庁舎の建設をですね、やろうと

いうことになっていますけれども、こちらは耐

震がないということでですね、建てかえという

のがですね、なってきているというのは御存じ

かと思いますけれども。実はですね、市民病

院、こちらのほうも耐震がありません。こちら

もですね、入院患者の方もおられます。早急に

建てかえなければならないというような施設で

す。こちらのほうもですね、聞いているので

は、大体２０億ぐらいかかるというようなこと

も聞いております。これまで学校の耐震化です

ね、体育館だったり、校舎の耐震化だったりと

いうのはしてきました。２７年度で一応です

ね、そちらは終わりましたけれども、今度は非

構造部材というのをですね、耐震化をしていか

なきゃならないというのが残っています。あわ

せて、延命化工事というのもありますし、古い

施設については建てかえがどんどん、どんどん

進んでいくと。ここ数十年の間に、十数年の間

にそれをやっていかなきゃならないというよう

な状況にあります。あと、生島のほうにもです

ね、し尿処理場というのがあるんですけれど

も、こちらのほうは耐震診断をするまでもない

施設と、もったいないと、そのお金が。それだ

け古い施設ということになっています。という

ことは、早急に建てかえなければ、市民生活に

非常に問題を引き起こすというような――。

（｢委員長、簡潔に」と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 野﨑委員。（｢時間

の無駄たい」「言いわけの会じゃないんだか

ら」と呼ぶ者あり） 

 基本的には３時１５分に終わる予定でありま

すので、なるべく短目にしたいと思うんです

が。（発言する者あり） 

 参考人の方にお尋ねをしたいんですが、私ど

ものほうからは３０分間、３時１５分というお

話をしてあったと思います。もしかすると、あ

と５分くらいしかありませんので、多少時間が

延びていいのかどうか確認をしたいと思いま

す。（｢願意の質疑なんだから、おかしいでし

ょう」と呼ぶ者あり）（委員野﨑伸也君「話し

中やけん、ちょっと私はおかしいと思うんです

けど」と呼ぶ） 

 ちょっと待ってください。そこを確認をさせ
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てください。（｢整理してください、整理ば」

と呼ぶ者あり）どうですか、あと５分しかあり

ませんが、時間延ばしても構いませんか。そこ

をお尋ねせんといかんもんですから。（｢い

や、時間どおりしてもらいたいもんですね」

「時間どおりでしょう」「時間どおりがよかか

んしれん」と呼ぶ者あり） 

 時間どおりにしましょうか。そしたらですね

――。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） きょうのこれは（発言

する者あり）願意を聞く、願意を聞くあれでし

ょう。願意ば尋ねればよかったい。尋ねたかっ

てこの前大分言いよったろうが。（委員野﨑伸

也君「私は全般的って言いました」と呼ぶ）

（｢意見陳述じゃないんだから。質疑、質疑」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 野﨑委員については

ですね、ちょっと待ってください。あと皆さん

方の意見をお聞きした上で、１５分までには終

わりたいと思いますので。ほかにありません

か。（委員野﨑伸也君「まだ途中ですよ。私、

質問してないんで」と呼ぶ） 

 じゃあ、なるべく短目にお願いします。質問

してください。 

○委員（野﨑伸也君） はい、わかりました。

まだまだ伝えたいことはたくさんあるんですけ

れども、とにかく八代市の施設いっぱいありま

すけれども、老朽化しているというようなこと

がありまして、これからどんどん、どんどん建

てかえがあります。ということで、全てにおい

てですね、地元業者の皆さん方に全て請け負っ

ていただきたいというような気持ちを持ってい

ます。そこで、今までですね、大手ゼネコン

が、――先ほどゼネコンの話をされたんですけ

れども、大手ゼネコン、都市部のスーパーゼネ

コンといったほうがいいんですかね。そういっ

た方々が八代に来てからですね、いろんな事業

をされてきたと。多分、私が知る限り、皆さん

方は下請じゃなかったかなと、元請にはなれな

かったんじゃないかなという思いがあります。

失礼かもしれませんけれども。そういった、

今、基本構想になっています、また。この間の

一般質問でも、中村市長はゼネコンと、大手ゼ

ネコンというような話を明言されましたんで、

そこはちょっと言わせといてください。 

 質問します。 

 今ほど言いましたように、今後、これからの

市庁舎建設を含め、役所のいろんな公共事業に

ついては、皆さん方、地元の業者さんたちに頭

になってとっていただきたいと思っていますの

で、それを皆さん方は、受注というものを希望

されますか。あるいは、もう一つなんですけれ

ども、２つあります。受注される気持ちはあら

れるのかということ、元請になって。 

 あと、もう一つは、地元業者さんに仕事が行

かないというのは、いろんな制限、要件があり

ますよね。これだけの規模をつくった実績がな

いから駄目なんですとか、これだけの平米数つ

くったことがないから駄目なんですという要件

が今まであったと思います。そういうのがある

んですけれども、本当にそうなんでしょうか。

皆さん方にその施工能力がないんでしょうか。

そこをお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（前垣信三君） 挙手をお願いしま

す。 

 和久田数臣さん。 

○八代建設業協同組合理事長（和久田数臣君）

 はい。まず、受注希望はあります。親になる

か、ならないか、それはあんまり関係ありませ

ん。その工事に携わることですよね。でも、そ

れは元請の立場です。親になるのは関係ない。

元請になる立場で希望しますということです。

（委員野﨑伸也君「元請ですね」と呼ぶ） 

 そうです。だから、共同企業体といいますね。
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（委員野﨑伸也君「はい」と呼ぶ） 

 これでもいいから参加したいという要望で

す。そして、規模とかそういうのはですね、技

術的に全然問題なく地元でできます。（委員野

﨑伸也君「できるんですね」と呼ぶ） 

 はい。技術的にですね。あとは、詳細、設計

書が見えないとわからないということです。 

○委員長（前垣信三君） 予定をいたしました

３時１５分になりましたが、いかがいたしまし

ょうか。今、参考人の方、これで終わっても構

いませんか。構いませんか。もう質問はできま

せんよ。（委員野﨑伸也君「いえいえ、まだ済

みませんけど、あとお二方、今の聞きたいんで

すけれども、よろしいですか、委員長」と呼

ぶ） 

 大丈夫なんですか、時間過ぎても。よろしい

ですか。（｢よろしいですよ」と呼ぶ者あり） 

 中山英朗さん。 

○一般社団法人八代建設業協会副理事長（中山

英朗君） 私、今、建築に関してはですね、建

設業協同組合の和久田さんのほうからございま

した。私たちがいる、建設業協会自体の中に、

建築・土木おのおのあります。建築が主体とな

って、先ほど私も言いましたけれども、ＪＶで

の施工ということであれば、親はゼネコンさ

ん、施工ということに関してはですね、みんな

できると思います。ただし、管理は、いろいろ

なですね、本設計ができない限りは内容は言え

ませんということも先ほど言いましたし、その

辺は御考慮いただきたいし。外構工事に関して

言えば、舗装関係も含めてですね、そういうの

は地元で十分できると思いますが、そこのとこ

ろで別発注されるのかどうなのかというのは、

皆さん方の御判断だろうと思います。よろしい

ですか。 

○委員長（前垣信三君） はい。 

 中尾達郎さんには御意見ありますか。 

○八代市管工事業協同組合代表理事（中尾達郎

君） 管工事組合ではですね、できるだけ組合

員の中から数多く参加させていただくという形

で思っております。そういう意味で陳情をして

おります。ちょっと地元でできるかどうかとい

う判断ですけど、それはいろいろ内容を見てみ

ないとわからない状況ですけども、組合として

は、そういう何というか、当然ベンチャーにな

りますけども、頭でするとか、子でするとか、

そういうあれは全然考えておりません。ただ、

工事に参加して、させていただく、そういう思

いで陳情しております。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい。私どものほう

からお願いをして、時間を切った委員会招致で

ありましたので、この際、参考人の皆さんに対

しては、本委員会を代表して一言御礼を申し上

げたいと思います。 

○委員（亀田英雄君） 委員長、済みません。

時間はとらせません。話ばしようかと思って、

資料を用意しとったとですけど、この資料を渡

すことだけでも御許可願えませんか。 

○委員長（前垣信三君） はい、許可します。

はい、どうぞ。 

○委員（亀田英雄君） よかですか。 

○委員長（前垣信三君） 後でいいですか。

（委員亀田英雄君「後でもよかですね」と呼

ぶ） 

 はい。 

 本日は、限られた時間の中で、貴重な御意見

をいただき、心から感謝申し上げます。本委員

会としましては、皆さんの御意見を今後の委員

会審査に十分生かしてまいりたいと思います。

本日はまことにありがとうございました。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午後３時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２０分 本会） 
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○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 ただいま委員のほうから、本日の参考人に対

して資料を配付したいという申し出がありまし

た。 

 皆さん方にお諮りをいたします。いかがいた

しましょうか。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 資料を見らぬことに

は、配付も何もでけぬでしょう。 

○委員長（前垣信三君） なるほど、おっしゃ

るとおり。資料ありますか。各委員さんへの資

料がありますか。じゃあ、資料をまず各委員さ

んに配付をしてください。 

○委員（亀田英雄君） はい。だって、その説

明を委員さんにするつもりの資料やったもんだ

けん。失礼しました。 

○委員長（前垣信三君） 残念ながら時間があ

りません。（｢委員長、小会せんですか」と呼

ぶ者あり） 

 はい、小会します。 

（午後３時２１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２２分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 ただいま皆様方のお手元に、亀田委員さんが

つくられた資料が配付されておると思います。

この資料について、きょうの参考人の方々に配

付をしたいという申し出でございますが、いか

がいたしましょうか。 

 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） これはやっぱり私見

的な考え方も入っているので、特別委員会とし

てお渡しする資料としては、適当ではないと私

は思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。（｢私も成松委員と同じです」「一

緒です。私もそう考えます」「自身もそう考え

ます」と呼ぶ者あり） 

 はい。 

 それでは、お諮りをいたします。 

 委員会資料配付について、賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手多数、それでは

配付することといたします。 

 それでは、そのほか本陳情３件に対する御意

見等はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） なければ、これより

採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２７年陳情第７号・新庁舎建設に伴う地

元建設業者への受注配慮方については、採択と

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手全員と認め、本

件は採択とすることと決しました。 

 ただいま採択と決しました本陳情について、

これを市長に送付の上、その処理の経過並びに

結果について報告を求めることといたしたい

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 それでは、平成２７年陳情第８号・新庁舎建

設の早期実現及び地元建設業者の有効活用につ

いては、採択と決するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手全員と認め、本

件は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました本陳情について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過並

びに結果について報告を求めることといたした
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いが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 次に、陳情第１号・新庁舎建設に伴う配慮方

については、採択とするに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（前垣信三君） 挙手全員と認め、本

件は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました本陳情について

は、これを市長に送付の上、その処理の経過並

びに結果について報告を求めることといたした

いが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 先日の３月７日開催の委員会でも一度お諮り

いたしましたが、委員会報告書及び委員長報告

の作成については、委員長に御一任願いたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

                              

◎新庁舎の機能、規模、予算など新庁舎建設に

関する諸問題の調査 

○委員長（前垣信三君） 次に、当委員会の特

定事件１件を議題とし、調査を進めます。 

 当委員会の特定事件は、新庁舎の機能、規

模、予算など新庁舎建設に関する諸問題の調

査、以上の１件です。 

 当委員会の特定事件について何かありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） いいんですか、意

見。 

○委員長（前垣信三君） はい、どうぞ。 

○委員（成松由紀夫君） 予算が、――今３つ

採択となりました、陳情。それは、もう我々も

そのとおりで、最初から、当初から、そういう

考え方であったんですが。この陳情のですね、

願意というのは、やはり予算を通して円滑に進

めていただきたい、速やかに進めていただきた

いというのが、願意であるということを我々は

読み取っとたわけですよね。そこを酌み取った

上でやっている、委員会にも参加しているんで

すが、予算を否決しといて、こっちの陳情のほ

うは全員一致でですね、採択ということになっ

たんですけども、そこの整合性がとれないよう

な気がするんですが、それについてはどうなん

でしょうね。 

○委員長（前垣信三君） どなたか御意見があ

りますか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（前垣信三君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 私も全く同感でありま

してですね、まず基金までですね、否決してい

て、まず建てる気があるのかなという、私はそ

んな思いがいたしております。そして、陳情は

採択をしたと、まさに矛盾しているなという思

いであります。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） はい、御意見として

承りたいと思います。それでよろしいですか。

私の判断は差し支えますから、それでよろしい

ですか。（委員古嶋津義君「はい、いいです

よ」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（前垣信三君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 今２人の委員から御発
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言がありましたが、特別委員会では今まで何を

審査してきたのかということなんですね。冒

頭、委員長が言われました。私たちは新庁舎建

設に反対ではありません。賛成なんですよ。そ

れは何かといいますと、皆さん方、各委員の方

々、それは既に全会一致でもって特別委員会の

趣旨でですね、その中で集中型か分散型かとい

うだけのことであってですね、分散にした場合

には鏡の庁舎、千丁の庁舎、今は現にまだ耐用

年数も残り２５年から３０年は使われるんだと

いう、そういう調査結果が出たわけでしょう。

と同時に、結果の中で、じゃあ本庁舎はどうい

う規模ですね、予算等でつくるかということで

議論をしているさなかなんです。それはもうは

っきり皆さん方、委員の方々は御存じのとおり

です。市民の方々にも、やはり議会の放映等で

ですね、ほとんどは市民の方々は知っておられ

ると思います。聞かれておられると思います。

その中で、やはりその次の建設、先ほど来、野

﨑委員からの発言がありました。あと残ってい

るのは、武道館、そしてまた、し尿処理、たく

さんの施設の計画というのが立てられておる。

だからこそ、合併特例債も活用していかないか

ん。本庁舎で今は合併特例債は９０億ですね、

予定が。それについてはですね、やはり縮小す

れば、武道館であろうが、病院であろうが、そ

の合併特例債が活用できるという状況になっ

て、市民のサービスもですね、その行政サービ

スもですね、満遍なくできると。さらには、業

者の方々が、元請から下請、孫請まで地元の業

者ができるという、そういう配慮の中で、私た

ちはですね、新庁舎には反対じゃない、賛成な

んですよ、つくるということは。ということで

す。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。山本委員にで

すが――。 

○委員長（前垣信三君） 済みません、指名を

してからお願いします。 

 はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 特別委員会が全会一致

と言われましたが、全会一致じゃございませ

ん。（委員山本幸廣君「全会一致じゃありませ

ん。はい、それは御無礼しました」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） だからこそ合併特例

債を活用しなきゃいかんということになれば、

期限が迫っているんですね、平成３２年まで

と。その期限の部分を頭に入れて、この業界団

体の方々の陳情も出てますし、我々もそれを理

解して、そして以前の総務委員会から執行部は

説明をしてきております。ただ、数字の部分が

ですね、数字の出方が、平成２３年の試算だっ

た７８億、あるいは平米単価が違ってた。しか

し、資材高騰、そして労務単価の上昇によっ

て、平米５０万ということで、あの１３４億が

出てきたわけですよ。だから、そこの規模、機

能、予算に集中して審議するべきところの話

が、集中か、分散かというような議論が余りに

も長過ぎる。やっぱスピード感を持ってやらな

いと、合併特例債の期限があるんですよ、期限

が。だから、団体の皆さん方も、合併特例債と

いう文言がこの中に全部織り込まれておるわけ

ですよね。だから、そこの期限のところをしっ

かり考えて、スピード感を持ってやっていかな

ければ、この団体の方々、市民の皆さん方の、

本当の意味のニーズに応えられないというのを

申し添えておきます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 合併特例債については

ですよ、はっきり話が３２年までということ

で、ほとんどの今のこの陳情、３業種の団体の

方々の陳情というのは、私たちは理解します

よ。理解します。その中で、３２年まで合併特

例債を活用しながら、どういう施設をつくるの
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かというのは、本庁舎はもとよりです。たくさ

んの施設の計画がある。それにも合併特例債を

活用しようということは、３２年まではわかっ

とる話なんですよ、私から言わすれば。（｢工

期があります」と呼ぶ者あり）工期がです。そ

れは早く、実施計画と基本計画を早くですね、

基本設計を立てさえすればよかわけですけんで

から。 

○委員（成松由紀夫君） はい、委員長。 

○委員長（前垣信三君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） それを否決されてい

るから、業界団体の方も押しかけて来られてい

るんでしょう。実施設計、基本設計、そして基

金の積み立ての５億も否決されている上で、呼

びつけられて来られているんですよね。だか

ら、そこはしっかりですね、市民の皆さん方、

業界の方々のお気持ちは酌み取っていかない

と、おかしな特別委員会になってしまうと思い

ます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 私は野﨑委員の発言の

中でですね、今、呼びつけとかですね、私たち

は二十数年間議員活動をやっています。私は７

期やってきてから、参考人という言葉が出たの

は今回が初めてであります。もうほとんどの方

々が御存じだと思いますが。ほとんどの方は趣

旨弁明の中でですね、その趣旨を聞くというの

はですね、たびたびあっておった現状なんです

ね。現状です。そういう中で、今回について

は、その趣旨を、しっかりそういう大事な、や

はり今回の予算の計上でありますので、やはり

陳情された方々の趣意をしっかりつかんでから

その判断をしましょうということで。委員会と

いうのは、この陳情についてはですね、採択

か、それとも不採択か、それとも継続かという

ことで、継続にした理由というのは、今言われ

たように、陳情者の方々のですね、思いという

のをしっかりつかんだ中で判断しましょうと

（｢採択」と呼ぶ者あり）採択しましょうと、

そういう思いだったということをですね、私た

ちは伝えておきたいと思います。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 反論ではないんです

が、であるならば、予算をですね、参考人招致

もですね、予算を通しといて、そして団体の方

々の思いというか、意見を酌み取りたい、聞き

たいということであればわかるんですよ。しか

し、それを否決しといて、参考人招致というの

は、やはり非常にこの業界団体の方々に対して

ですね、私は申しわけない気持ちでいっぱいだ

と思っております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） はい、委員長。 

○委員長（前垣信三君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 反論じゃありません。

反論じゃありませんが、なぜ今回の３月の当初

予算にこの予算を計上したのかというのが、一

番問題なんですよ。私たちから言わせれば、な

ぜしたのかと。特別委員会でまだ予算規模は何

も、今審議中で、構想中ですよ、今。基本構想

のさなかですよ。その中で、やはり基本設計、

そしてまた計上したというのは、本当、私は不

愉快です、はっきり言ってから。何十年て議員

やってきましたけれども、それはやっぱり真摯

に受けてですね、執行部が歩み寄りをすると

か、特別委員会を重視していただくというよう

な形をとっていただければですね、誰もが予算

否決なんかしませんよ、当初予算。修正もしま

せんよ。否決に当たるから、否決をしたんで

す。 

 以上。 

○委員（野﨑伸也君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（前垣信三君） はい、野﨑委員。 
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○委員（野﨑伸也君） はい。意見を述べ合う

というようなことでよろしいんですか。 

○委員長（前垣信三君） どうぞ。 

○委員（野﨑伸也君） それでいいんですか。 

○委員長（前垣信三君） いいですよ。どう

ぞ。 

○委員（野﨑伸也君） ああ、わかりました。

じゃあ、ちょっとお話しさせていただきます。 

 今ほど意見、お話しされてたんですけれど

も、予算を否決して、陳情を採択したというの

は、整合性がとれないという話なんですけれど

も、私は全然大丈夫と思うんですよ。というの

が、予算の採択の方法が一括だったですよね、

基金も全部。基金なんて、みんなつくりたいと

いうのを言っているのに、積み立てないという

気持ちはないわけないじゃないですか。でも、

かかわらず、そういった今後の設計の、実施設

計と基本設計のやつも含めて一括で採決をした

んで、しょうがなしに基金のほうも否決したと

いう話なんですよ。そこは、これからですね、

まだ議会、本会議ありますんで、いろいろとや

り方はありますんで、残しとく方法もあります

んで、そういった取り組みをやらせていただき

たいというふうには思っています。 

 あと、期限が迫っている、期限が迫っている

という話なんですけれども、先ほど山本委員が

言われているとおり、今、ここの会議の中で、

委員会の中で、２万平米というのが正解なのか

どうかと。先ほど言われましたよね、来られた

方、中村さんが言われたんですけれども、非常

にいいこと言われたんですよ。３０年後の人に

いい建物をプレゼントをするような、そういっ

た施設をつくってくださいと言われたんです

よ。もちろんそのつもりですよ、こっちも。そ

ういったものをつくりたいから、今やっている

んですよ。将来の人に負担を残さないために。

１３０億というのが今出ていますけれども、そ

れをいかに圧縮していくかと。ほかにもつくら

ないといけない施設いっぱいあるんですよ。い

かに借金を減らしていくかということをです

ね、私たちは考えているから、ここで否決をさ

せていただいたわけなんです。ここの委員会で

まだ決まってないですから、だって規模とか

が。それっておかしいでしょう、２万平米とい

うのが。１３０億というのも。そういうものが

決まってないのに、予算計上してきたというの

は、やっぱりおかしな話ですよね。 

 あともう一つ言いたいのは、今の工期が出さ

れているのは、スケジュールが出されているの

は、１３０億のスケジュールなんですよ。２万

平米のスケジュールなんですよ。それを私たち

は圧縮していきたいという話なんですよ。そう

なると、もしかすれば建設の期間は２年じゃな

くて１年で済むような、そういったものもでき

そうじゃないですか、だって考えていけば。

（｢そげん簡単な話じゃなか」と呼ぶ者あり）

そういうところを議論するために、ここで今委

員会をやっているんじゃないですか。だから、

山本委員が言われたように、不愉快だというの

は、私も不愉快ですよ、本当に。決まってない

のに、ここまで何も。 

 あともう一つ言いたいのは、スピード感を持

ってやりたいとこっちは思っているのに、対案

を持ってこないじゃないですか、執行部は全

然。分散方式、集中方式という、自分たちの主

張の資料だけしかつくってこない。何遍もこっ

ちは言っているのに。そういったものがないの

に、スピード感を持ってできないでしょう、だ

って。委員長のほうからも、ぜひですね、そこ

は執行部のほうに、スピード感を持ってやりた

いという気持ちが委員さんの中にみんなある

と、こちらの対案のほうもつくれと、持って来

いというようなことをですね、委員長のほうか

らもぜひ伝えてください。 

○委員長（前垣信三君） わかりました。は

い、ほかに。 
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○委員（増田一喜君） よかですか。 

○委員長（前垣信三君） はい、増田委員。 

○委員（増田一喜君） 対案と言われるけど、

執行部のほうは、ちゃんと地域審議会とか、あ

るいは高校生のところ、ワークショップみたい

な感じで市民の意見というのを取り入れて、そ

の中でたたき台というのをつくってきています

からですね。それを圧縮するとなれば、その市

民の皆さんの意見を無視するような形になって

いきよる。（｢そのとおり」と呼ぶ者あり）で

すね。だけど、この間言ったのは、これでもま

だ減らされるだろうがという話の中で、じゃあ

どこをどうしたら減らされるのかと、ただ減ら

すことだけを考えて、あそこで廊下を減らした

りとか、相談室を減らしたりとか、防災拠点を

狭くしたりとか、そういうやり方をして、ただ

額を下げるためにそうしただけ。しかし、それ

をやってしまうと、市民の皆さんからせっかく

聞いた御意見とか、要望とかは全部外れてしま

うような形になる。じゃあ、何もならぬという

ことですよ。皆さんの意見を聞け、聞けと言っ

て、それをさせたはずなのに、それを無視され

るような形になればどうしようもないというこ

とです。だから、それはそれとして、やっぱり

それがいいのか悪いのか、そこらあたりも一生

懸命早く議論せな、本当に間に合わなくなって

しまいます。それこそほかにずっと箱物を建て

かえていったりなんかせないけん部分があるけ

れども、これでそれこそ合併特例債が使えない

状態になると、それが全部重荷になって、もっ

と先に延びてしまいますよ。それこそ本当に何

もできなくなってくるという状態になりはせん

かなと私は思いますから。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（前垣信三君） 山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 反論じゃありません

が、市民の私たちがですね、特別委員会を初め

総務委員会でもいろいろと議論をしてこられた

経緯がありますね。そういう中で、市民の方々

と言われますけれども、市民のアンケートもと

ったことがないし、公聴会も開いたこともない

し、さらに、ただ１つの組織団体でしただけの

ことであってですよ、そういうのが本当に市民

の民意ですか。私はそう思いながら、この特別

委員会を設置しながら、慎重審議しながら、ス

ピード感を持って、検証をすると。それは分散

型だからこそ、集中型と分散型が分かれとるか

らこういう問題がスピード感を持って進まない

んですよ。分散型は、鏡と千丁、あの庁舎はで

すね、活用したならばですね、すぐできるんで

すよ、この本庁というのは。私はそう思いま

す。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ありま

すか。 

 はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） はい。いろんな議論を

しても先に進みませんので、もう次はですた

い、次の議会は、建設するか、せぬか、はっき

り決めていただければ（｢建設しますよ」と呼

ぶ者あり）はっきり決めていただかないと。

（｢地元業者たい、全部地元業者に発注」と呼

ぶ者あり） 

○委員（村上光則君） 委員長、よかですか。 

○委員長（前垣信三君） はい、村上委員。 

○委員（村上光則君） 先ほどからですね、山

本委員も言われました、野﨑委員からも言われ

ましたけれども、私たちが建設に反対というも

のはないんですよ。先ほどから言うように、ほ

かに施設をつくるのがあっでしょう。そういう

ことを考えれば、この庁舎だけに絞っていいの

かと。どれだけ金をかけていいのかということ

を考えればですよ、それはやっぱしこれから先

のことも考えれば、やはり巨額の金を使うん

で、そして、またいろんな施設をつくったほう

がいいんじゃないかということで、今の特別委

員会をつくってやったばっかでしょう、まだ。
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そして、まだ今の基本構想の中でですよ、こう

いう予算を出してきたのは、もう早過ぎるわけ

ですよ、私から言わせればですね。そういう議

論もしないうちに、この予算をのせてきて、こ

れではどうにもならぬけん、どうのこうのと、

そういう話はおかしかっじゃなかですか。まだ

特別委員会で集中審議をして決めたらいいんじ

ゃなかですか。間に合わぬことはないですよ、

集中して審議をしたら。この面積もどういうふ

うに変わるかもわからぬですよ。 

○委員（橋本幸一君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（前垣信三君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本幸一君） 私はきょうのこの本題

に返しますが、きょうはやっぱり一市民の皆さ

んの声としてですね、きょうは十分願意がわか

ったと思っております。（発言する者あり）次

はですね、質疑の中で十分この結果をですね、

この特別委員会で生かしていただけたら幸いか

と思います。 

○委員長（前垣信三君） はい、今、橋本委員

さんからも発言がありましたとおり、初めての

参考人の意見を聴取をいたしましたが、文面に

ない本当の気持ちが聞けたような気がしまし

て、非常に私としましては有意義な意見公聴会

かなとは思いました。 

 当委員会の特定事件について、何かありませ

んか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） はい。以上で特定事

件の調査を終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

て、お諮りいたします。 

 特定事件１件について、なお調査を要すると

思いますので、引き続き閉会中の継続調査を申

し出ていたしたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。 

（｢異議なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 そのほかに何かありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） なければ、次回の委

員会開催日程について協議を行います。 

 小会といたします。 

（午後３時４４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４５分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 次回については、本議会が終了後、直ちに日

程の調整をいたしたいと思いますので、そのと

きはよろしく御協力をお願いをいたしたいと思

います。（｢委員長、一つだけお願いしときま

す。２３日だけは外してください」と呼ぶ者あ

り） 

 ２３日ですね。はい、わかりました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもちまして、新庁舎建設に関する特別

委員会を散会いたします。 

（午後３時４５分 散会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年３月１６日 

新庁舎建設に関する特別委員会 

委 員 長 
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